
日本学術会議第7部会夏期公開シンポジウム｢わが国
における医学と医療の将来｣の報告

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-10-04

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/2297/4634URL



196

日本学術会議第7部会夏期公開シンポジウム

｢わが国における医学と医療の将来｣の報告

平成14年7月23日(火)午後2時から午後4時30分まで,｢医
学部記念館｣において,十全医学会後援で,日本学術会議

(ScienceCounciloHapan)第7部会の夏期公開シンポジウム

｢わが国における医学と医療の将来｣が開催されました.第7

部会は医学,歯学,薬学の分野の重鎮の方々,33名の会員で構

成されています.渡辺弾手名誉教授がその会員の-人として,

十全医学会から選出され活躍されていることは御存知の通りで

あります.

シンポジウムは下記の順序で進められました(敬称略).

司 会 :鴨下豊彦 (日本学術会議第7部副部長)

開会挨拶 :遠藤 賓 (日本学術会議第7部長)

挨 拶 :岡田 晃

(日本医歯薬アカデミー会長,金沢星陵大学学長)

請演l:｢高輪 ･少子化社会での国民生活｣

早瀬 勇 (金沢星陵大学教授)

講演2:｢医学研究の将来｣

馬聞 宏 (金沢大学大学院医学系研究科長)

講演3:｢医学教育の将来｣

竹越 襲 (金沢医科大学学長)

講演4:｢医療の将来｣

黒川 活 (日本学術会議副会長)

閉会挨拶 :渡辺洋宇

(日本学術会議第7部会員,金沢大学名誉教授)


